
◆民生委員・児童委員と主任児童委員の一覧（敬称略）　【任期：平成2₈年12月1日~令和元年11月30日】
行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名

西根地区 38 笹目 田　村　ハルエ 71
畑１区

立　花　良　子
１ 駅前一区 菊　池　　　登 39 松久保 本　堂　ハツヨ 72 立　花　義　弘
２ 駅前二区 佐々木　美　香 40 山崎 西　山　辰　男

73 畑１区（一部）、
畑２区（一部） 戸　澤　照　子

３ 上町 里　舘　秀　子 41 堀切 松　浦　利　男
４ 仲町 佐　藤　初　江 42 寺田新田 滝　川　喜佐男 74 畑２区 村　上　和　子
５ 下町一区 工　藤　裕　子 43 野口 佐々木　きみゑ 75 荒屋新町 石　田　トシエ
６ 下町二区 ※　選　考　中 44 寺田 伊　藤　　　實 76 新町中央 三　浦　榮　吉
７ 下町三区 元　木　八重子 45 帷子 遠　藤　紘　子 77 荒屋 藤　田　フミ子
８

松川
関　　　昇　一 46 土沢 佐々木　　　禎 78

秋葉
工　藤　久　美

９ 山子澤　孝　子 47 若谷地 柴　田　弘　子 79 山　本　恵　子
10 山後 田　村　まき子 48 川原目 小野寺　敦　子 80 曲田横間 畠　山　修　悦
11 岡村、山子沢 田　村　市　郎 49 上関 小野寺　キヌ子 81 五日市１区 盛　内　康　悦
12 大石平 三　浦　ミ　ネ 50 荒木田 小野寺　幸　子 82 五日市２区 羽　澤　千代子
13 渋川 竹　田　み　よ 51 舘沢 小野寺　良　男 83 五日市３区 滝　沢　信　子

14 渋川開拓、
白屋 本　堂　澄　子

松尾地区 84 五日市４区 畠　山　陽　子
52 安比高原 山　本　　　徹 85

浅沢第１
佐　藤　利　栄

15
北村

岩　崎　清　子 53 小屋の沢、時森 杣　澤　秋　子 86 北　口　美智子
16 伊　藤　セ　チ

54 大花森、
松尾（一部） 八　幡　竹　男

87 浅沢第２ 齋　藤　文　子
17

両沼
工　藤　久美子 88 苗石田 川　又　喜美子

18 阿　部　恭　子 55 松尾 ※　選　考　中 89 新興矢神 角　舘　多恵子
19 中関 山　口　敦　子 56 中松尾 葛　　　文　世 90 栗木田、平長 三　浦　静　子
20 五百森 工　藤　曉　子 57 野駄 佐々木　育　子 91 杉沢、田山上 安　保　弘　巳
21 中村 遠　藤　勝　子 58 上野駄 山　口　ノブ子 92 田山下 安　保　　　智
22 間羽松 工　藤　久美子 59 中沢、前森 米　田　玲　子 93 愛の山 安　保　ト　キ
23 舘腰 伊　藤　　　敏 60 北寄木 田　村　美知子 94 石名坂 八　幡　　　博
24 町組 藤　原　正　志 61

南寄木
石羽根　惠　子 95 折壁 齊　藤　　　武

25 高宮 工　藤　義　昭 62 畑　　　初　身 96 日瀬通 齊　藤　政　身
26 薬師 本　堂　新　吉 63 寄木新田 中軽米　こう子 97 舘市 山　本　幸　弘
27 上平笠 伊　藤　吟　子 64 上寄木 鈴　木　綾　子 98 兄畑 山　本　ハ　ヨ
28 中平笠 伊　藤　忠　一

65 畑、柏台一丁目
（一部） 畑　　　英　子

99 兄川 杉　本　由美子
29 下平笠 伊　藤　紀　子 主任児童委員
30 南平笠 吉　田　　　誠 66 金沢 髙　橋　律　子 地　区 氏　名
31 東 藤　原　美喜子 67 八幡平温泉郷 圓　子　涼　子 １ 大更 滝　澤　ミツエ
32 大久保 田　村　　　勇

68 柏台一丁目、
二丁目 柳　澤　勝　子

２ 田頭 工　藤　園　子
33 共新 井　上　節　子 ３ 平舘、寺田 松　浦　　　操
34 小福田 佐々木　寿　子

69 柏台二丁目（一
部）、三丁目 工　藤　富美子

４ 松尾、野駄 藤　田　三喜子
35 大泉 田　中　征　七 ５ 寄木、柏台 髙　橋　誠　子
36 駅前、わし森 鈴　木　ハマ子 安代地区 ６ 荒沢 畠　山　桂　子
37 椛沢 伊　藤　和　則 70 細野、豊畑 堀　江　幸　子 ７ 田山 三　浦　睦　子

　

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は「
民
生
委
員

法
」と「
児
童
福
祉
法
」に
基
づ
き
、厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
現
在
、
市
に
は

１
０
４
人（
２
つ
の
地
区
で
選
考
中
）の
民

生
委
員・児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

任
期
は
３
年
間（
再
任
可
）。
こ
の
う
ち
７

人
は
、
特
に
児
童
福
祉
の
相
談
支
援
を
専

門
と
す
る「
主
任
児
童
委
員
」で
す
。

　
地
域
福
祉
の
相
談
役
と
し
て
、
解
決
へ

向
け
た
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
に

寄
り
添
い
続
け
て
き
た
民
生
委
員
の
歴
史

は
長
く
、
住
民
の
抱
え
る
課
題
が
一
層
複

雑
化
・
多
様
化
す
る
中
で
、
変
わ
る
こ
と

の
な
い「
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
」を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　

 
声
を
聞
い
て
、
つ
な
ぎ
ま
す

　
「
年
を
取
っ
て
、不
安
な
こ
と
が
増
え
て

き
て
︙
」「
子
育
て
が
心
配
で
︙
」「
ご
近

所
さ
ん
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
み
た
い

だ
け
ど
、
ど
う
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
か
分

か
ら
な
く
て
︙
」

　
1
人
暮
ら
し
が
増
え
て
き
た
こ
と
、
隣

近
所
と
の
交
流
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
こ

と
、
そ
う
し
た
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、
悩
み
事
や
不

安
を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、そ
ば
に
寄
り
添
い
、解

決
の
手
助
け
を
す
る
の
が
民
生
委
員
・
児

童
委
員
で
す
。
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、

解
決
に
向
け
て
、
困
っ
て
い
る
人
と
行
政

や
相
談
所
な
ど
適
切
な
専
門
機
関
と
を
つ

な
ぐ
大
切
な「
橋
渡
し
役
」に
な
り
ま
す
。

　
1
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り

や
訪
問
活
動
、
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

月
に
1
度
定
例
会
を
開
き
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
同
士
で
地
域
の
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

 

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の
住
民

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
の
で
、
相
談
者
と

同
じ
目
線
で
対
応
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
法
律
で
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
を

守
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
相

談
内
容
が
委
員
や
関
係
機
関
以
外
に
伝
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

 

今
年
は
一
斉
改
選

　
現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
11
月
末
で
満
了
し
ま
す
。
改
選
さ
れ
次

第
、
改
め
て
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高齢者部会が介護機器の説明を受け
体験しました。さまざま研修を受講
し、知識の向上を図っています。

年に１回開催される福祉運動会。地
元の中学生も参加し、皆で元気いっ
ぱい汗を流しました。

赤ちゃんが生まれた家庭に主任児童
委員手作りのフォトフレームをプレ
ゼント。関係づくりに努めています。

高齢者夫婦の集いに参加。一緒にレ
クリエーションを通して、お年寄り
夫婦と交流を図っています。

市防災訓練に民生児童委員協議会と
して参加し、災害ボランティアセン
ター開設訓練を行いました。

月に一度の定例会。関係機関も参加
し、誰もが話せる和やかな雰囲気で
情報交換などを活発に行っています。

Q民生委員・児童委員ってどんな活動をしているの？　Aこんな活動をしています Q民生委員・児童委員ってどんな活動をしているの？　Aこんな活動をしています

民
生
委
員
・
児
童
委
員

【
問
い
合
わ
せ
先
】地
域
福
祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
５
）

声
を
聞
い
て
、
つ
な
ぎ
ま
す

地
域
に
寄
り
添
う
身
近
な
存
在
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